平成１９年１０月３日

夏（７月、８月）の季節観光客数の状況


観光コンベンション室

（要旨）

　平成１９年度の富士山の登山者数と海水浴客数をまとめたので報告する。

１、海水浴客数

　　昨年と同様に、梅雨明けが遅れたうえ、海の日を含む３連休に台風が襲来したことや、南米で起こった地震の津波の影響により、７月の減少が大きかった。８月に入り猛暑日が続き、回復傾向も見られたが、伊東市内の海水浴場付近でのサメ出現もあり期間全体では前年を下回った。

　　平成１９年度月別海水浴客数

	
	　　７月
	８月
	計

	海水浴客数
	528,836人
	1,924,018人
	2,452,854人

	前年度比
	86.2％
	101.9％
	98.0％


２、富士登山者数

　　　６月にユネスコの世界文化遺産暫定リストに搭載され、改めて富士山が注目されたことや、８月に猛暑日が続いたことから、新５合目への入込み客数、登山者数とも、平成に入り最高となった。
	市町別富士登山客数　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

	市町村名
	１9年度計
	１8年度計
	前年度比

	県計
	490,815 
	336,097 
	146.0%

	
	156,689 
	99,078 
	158.1%

	富士宮市
	365,249 
	217,400 
	168.0%

	　（富士宮口）
	118,377 
	64,934 
	182.3%

	御殿場市
	24,320 
	21,290 
	114.2%

	　（御殿場口）
	3,617 
	3,608 
	100.2%

	小山町
	101,246 
	97,407 
	103.9%

	　（須走口）
	34,695 
	30,536 
	113.6%


　　
　　※上段は新５合目への入込客数、下段は富士登山者数
